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長崎県長与町議会

12月定例会
◎図書館建設土地購入 基金へ４億円
◎庁舎内組織が変わります
◎10人が問う一般質問
◎議会報告会を開催しました
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図書館建設土地購入 基金へ4億円

一
般
会
計
に
９
億
８
０
１
５
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
１
２
８
億
４
９
６
９
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

高
田
南
土
地
区
画
整
理

用
地
購
入
費

 

２
４
０
５
万
２
千
円

問�

用
地
購
入
費
の
購
入
坪
単
価
は 

い
く
ら
か
。

答�

土
地
開
発
基
金
で
先
行
取
得
し

て
い
た
土
地
を
買
い
戻
す
も
の
。

坪
単
価
は
、
約
９
万
９
４
０
０

円
で
あ
る
。

直
売
所
ま
ん
て
ん
横

駐
車
場
整
備 
６
８
０
万
円

問�

直
売
所
ま
ん
て
ん
周
辺
の
整
備

工
事
の
概
要
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答�

約
２
３
０
０
㎡
の
敷
地
の
う
ち

７
０
０
㎡
の
整
備
、
舗
装
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。

教
育
振
興
基
金
積
立
金

 

２
億
３
６
９
１
万
４
千
円

問�

条
例
が
可
決
さ
れ
て
い
な
い
の

に
積
立
金
や
基
金
か
ら
の
繰
入

金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
法
的

に
問
題
な
い
の
か
。

答�

地
方
自
治
法
２
２
２
条
で
、「
条

例
を
提
出
す
る
場
合
財
源
を
計

上
す
る
予
算
を
同
時
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
の
で
問
題
な
い
。

課
税
事
務
新
シ
ス
テ
ム

導
入
委
託
料

 

１
２
２
万
１
千
円 

問�

イ
メ
ー
ジ
管
理
シ
ス
テ
ム
用

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
５
台
で
は
課
税

の
効
率
化
に
疑
問
が
あ
る
。
増

や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答�

安
価
な
機
器
が
あ
る
か
調
査
し

た
い
。
数
多
く
導
入
す
れ
ば
効

率
も
良
く
な
り
時
間
外
勤
務
も

減
る
。

第
６
分
団
格
納
庫

駐
車
場
追
加
工
事
な
ど

 

８８
万
円

問�

６
分
団
車
止
め
の
追
加
工
事

は
、
当
初
予
算
で
計
上
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

答�

当
初
予
定
し
て
な
か
っ
た
。
格

納
庫
利
用
者
が
駐
車
場
と
し
て

利
用
す
る
。

27年第4回定例会が12月1日から14日まで開かれ、一般会計補正予算など
執行部提出議案12件、委員会提出議案2件を審議し、14件を可決しました。

反
対
討
論

町
民
へ
説
明
責
任
を
果
た
せ

・ 

目
的
基
金
を
統
合
し
、
図

書
館
財
源
捻
出
は
、
町
民

に
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
は
で
き
な
い
。意
見
が

二
分
し
て
い
る
図
書
館
場

所
を
榎
の
鼻
に
決
定
づ
け

る
の
は
、容
認
で
き
な
い
。

�

（
堤
）

賛
成
討
論

図
書
館
建
設
早
期
着
工
を

・ 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

拡
大
は
、
乳
幼
児
期
か
ら

幅
広
い
年
代
ま
で
手
厚
い

サ
ー
ビ
ス
。福
祉
の
増
進

を
図
り
、健
康
の
向
上
、経

済
的
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
た
子
育
て
支
援
は
大
い

に
期
待
す
る
。 

（
金
子
）

・ 

先
行
取
得
土
地
購
入
は
、

図
書
館
建
設
の
第
一
歩
。

国
の
補
助
金
に
見
通
し
を

つ
け
早
急
に
着
工
を
希
望

す
る
。

 

（
金
子
・
安
部
）

造成が進む榎の鼻土地区画整理地

可決
賛成13：反

対2

一
般
会
計
補
正
予
算
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可決
賛
成
13
：
反
対
2

長
与
町
教
育
振
興
基

金
条
例

　

本
町
の
教
育
振
興
事
業
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、
教
育
委
員
会
が
所
管

す
る
長
与
町
図
書
基
金
、
義
務
教
育

施
設
整
備
基
金
、
長
与
町
体
育
振
興

基
金
、
長
与
町
文
化
振
興
基
金
を
統

合
し
、
長
与
町
教
育
振
興
基
金
条
例

を
制
定
す
る
。

反
対
討
論

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
基
金
が
不
安
定
に
な
る

・ 

元
々
の
基
金
の
目
的
と
意
義
を
な

い
が
し
ろ
に
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

の
安
全
の
た
め
の
基
金
が
不
安
定

に
な
り
後
回
し
に
さ
れ
る
恐
れ
が

高
い
と
判
断
し
本
条
例
に
反
対
。

 

（
堤
）

可決
賛
成
13
：
反
対
2

長
与
町
土
地
開
発
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

長
与
町
図
書
館
建
設
用
地
の
先
行
取
得

を
行
う
た
め
基
金
を
増
額
す
る
も
の
で
、基

金
の
額
４
億
７
６
０
０
万
円
に
４
億
円
を
加

え
、８
億
７
６
０
０
万
円
と
す
る
改
正
。

反
対
討
論

図
書
館
建
設
時
期
が
不
明

・ 
図
書
館
建
設
の
場
所
に
つ
い
て
、
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
町
の
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
中
、

建
設
時
期
が
い
つ
に
な
る
か
も
分
か

ら
な
い
状
況
で
、
用
地
を
取
得
す
る

な
ど
容
認
で
き
な
い
の
で
反
対
。

 

（
河
野
）

・ 

高
齢
者
や
障
が
い
者
か
ら
、「
あ
の
場

所
な
ら
通
え
な
い
」
と
い
う
声
が
出

さ
れ
て
い
る
場
所
へ
の
土
地
の
取
得

は
、住
民
へ
の
十
分
な
説
明
も
な
く
、

建
設
の
見
通
し
も
た
っ
て
い
な
い
状

況
で
の
土
地
の
取
得
に
反
対
。 

（
堤
）

反
対
討
論

メ
リ
ッ
ト
よ
り
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い

　
こ
の
条
例
で
は
、１
つ
に
は
情
報
の
漏
え
い
に

関
す
る
懸
念
が
あ
る
。２
つ
目
に
は
、国
民
の
理

解
が
す
す
ん
で
い
な
い
こ
と
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

そ
も
そ
も
の
目
的
は
、『
国
民
の
利
便
性
向
上
』

と
い
う
よ
り
、国
や
自
治
体
が
、国
民
の
所
得・資

産
を
効
率
的
に
掌
握
し
、税
の
徴
収
や
社
会
保

障
の
給
付
な
ど
を
監
視
す
る
た
め
の
制
度
で
あ

る
。町
や
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
デ
メ
リ
ッ
ト

の
方
が
は
る
か
に
多
い
。 

（
堤
）

賛
成
討
論

基
金
利
用
の
利
便
性
が
増
す

・ 

本
条
例
案
は
図
書
・
義
務
教
育
施

設
・
体
育
・
文
化
の
４
基
金
を
一

本
化
し
、
基
金
額
を
一
定
の
規
模

に
す
る
こ
と
で
、
基
金
利
用
の
利

便
性
を
増
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。 

（
安
藤
）

賛
成
討
論

土
地
の
先
行
取
得
は
必
要

・ 

基
金
の
額
を
４
億
円
増
額
し
、
図
書

館
の
建
設
用
地
の
先
行
取
得
を
行
う

た
め
で
あ
り
、
今
後
は
補
助
金
の
確
保

や
コ
ン
パ
ク
ト
な
効
率
性
の
あ
る
施
設

の
建
設
な
ど
を
要
望
す
る
。 

（
岩
永
）

賛
成
討
論

公
平
、公
正
な
社
会
を
創
る

　
本
条
例
の
制
定
に
伴
い
、社
会
保
障
や
税
に

か
か
る
各
種
提
出
書
類
の
省
略
や
簡
素
化
が
可

能
と
な
り
、住
民
の
利
便
性
、行
政
事
務
の
効
率

化
が
図
ら
れ
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
第一義
は
、公

平
公
正
な
社
会
を
創
る
こ
と
に
あ
り
、行
政
の
効

率
化
、住
民
の
利
便
性
に
期
待
で
き
る
。 （
安
藤
）

　
　
　
　
　

賛
成
12
：
反
対
3

長
与
町（
法
律
名
省
略
）個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

　
法
律
に
基
づ
き
、町
の
行
政
手
続
き
に
お
い
て
、

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
の
個
人
の
情
報
の
提

供
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

　

個
人
番
号
の
利
用
の
範
囲
は
、保
育
料
の
関

係・就
学
援
助・地
方
税
関
係
情
報
な
ど
。

【
質
疑
】

問�

他
の
自
治
体
は
９
月
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。も

う
少
し
早
め
に
は
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

答�

こ
の
条
例
は
、28
年
１
月
１
日
ス
タ
ー
ト
。町

の
事
務
は
2９
年
１
月
頃
か
ら
始
ま
る
。

問�

条
例
の
名
称
に
つ
い
て
、簡
単
に
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

答�

県
の
条
例
案
を
以
っ
て
決
め
た
。

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
条
例

　

町
の
施
設
数
、物
品
の
借
り
入
れ
の
増
加

に
よ
り
、毎
年
の
契
約
で
は
な
く
、長
期
に

継
続
契
約
の
対
象
を
定
め
る
も
の
。契
約
の

種
類
は
、物
品
の
借
り
入
れ
と
施
設
の
維
持
管
理
な
ど

の
２
種
類
。

『
物
品
の
借
り
入
れ
』…
電
子
計
算
機・複
写
機・自
動
車
な
ど
。

『
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
』…
施
設
の
運
転
管
理
業
務・

維
持
管
理
お
よ
び
保
守
点
検
な
ど
。

問�

コ
ス
ト
の
削
減
効
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答�

コ
ス
ト
が
安
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、施
設

の
大
き
さ
金
額
に
も
よ
る
が
、調
べ
て
い
な
い
。

問�

基
本
は
５
年
以
内
と
な
っ
て
い
る
が
、規
則
の
中
で
個
別

に
う
た
う
べ
き
一
番
長
い
契
約
は
、何
年
に
な
る
の
か
。

答�

自
動
車
が
６
年
。エ
ス
コ
が
１１
年
。

部
設
置
条
例
等
の一部
改
正
す
る
条
例

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
迅
速
か
つ

柔
軟
に
対
応
し
、住
民
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
組
織
に
す
る
た
め
の
改
正
。

① 

現
在
４
部
制
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
、５
部
制
に
す
る
。

② 

増
加
す
る
も
の
は
、現
在
の
福
祉
部
を
住
民
福
祉
部

と
健
康
保
険
部
に
分
け
る
こ
と
。

③ 

部
の
名
称
を
変
更

　
企
画
振
興
部
を
企
画
財
政
部
と
す
る
こ
と
。

　
建
設
部
を
建
設
産
業
部
と
す
る
こ
と
。

④ 

各
部
の
主
な
業
務
内
容

　
（
総
務
部
）行
政
管
理
、地
域
住
民
お
よ
び
安
心
安
全
部
門

　
（
企
画
財
政
部
）政
策
企
画
、財
政・税
務
部
門

　
（
住
民
福
祉
部
）住
民・環
境
社
会
福
祉・子
育
て
支
援
部
門

　
（
健
康
保
険
部
）保
険・年
金・健
康
づ
く
り
部
門

　
（
建
設
産
業
部
）建
設・農
林
水
産・商
工
業
部
門

問�

改
正
に
よ
る
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答�

名
称
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
。

問�

企
画
と
財
政
が
支
障
は
な
い
か
。

答�

企
画
と
財
政
部
門
の
連
携
に
よ
り
、情
報
の
共
有
、

重
要
施
策
の
推
進
を
図
る
上
で
は
良
い
。

可決

可決
全会一致

可決
全会一致



　質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策
論議をするもので、議員も執行側も十分な準備を
必要とすることから、事前通告制です。
　制限時間60分の範囲内で、一問一答制をとっ
ています。

一般質問

　質問した議員が執筆したものです。
　原稿は、原則として1000文字以内で要約した
もので、原文を尊重して掲載しています。

一般質問の記事

　会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的
研修集会施設、高田地区公民館、上長与地区公
民館、長与町ホームページで閲覧できます。

会議録の閲覧

一般質問

10人が問う
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国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

�

一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
運
営
の
た
め
、

税
率
の
見
直
し
を
行
う
。

可決
賛成13：反

対2

反対討論
保
険
税
の
引
き
上
げ
は
行
う
べ
き
で
は
な
い

国
保
税
の
滞
納
者
は
軽
減
世
帯
が
９3
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、
所
得

が
低
く
軽
減
策
を
受
け
て
い
る
に
も
滞
納
に
な
る
の
は
保
険
税
負
担

が
い
か
に
重
い
か
を
表
し
て
い
る
と
思
う
。
保
険
税
の
引
き
上
げ
は

行
う
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
本
議
案
に
反
対
す
る
。 

（
河
野
）

賛成討論
健
全
財
政
の
維
持
管
理
と
疾
病
予
防
に
努
力

行
政
に
お
い
て
は
、
健
全
財
政
の
維
持
と
疾
病
予
防
に
さ
ら
な
る
努

力
を
。ま
た
、納
税
に
苦
労
し
て
い
る
人
々
の
立
場
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
真
摯
に
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。 （
饗
庭
）

税
条
例
等
の
一
部
を

�

改
正
す
る
条
例

可決
全会一致

３
３
９
６
万
円
を
増
額

総
額　
50
億
９
０
６
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

問�

28
・
2９
年
度
も
安
定
繰
入
金
が
あ
る
が
、
繰
入

金
の
時
期
は
や
は
り
こ
の
時
期
に
な
る
の
か
。

答�

算
定
を
す
る
の
が
、
１0
月
20
日
現
在
で
計
算
し

て
い
る
。
法
律
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
時

期
に
な
る
。

可決
全会一致

収
益
的
支
出
９
億
７
１
４
０
万
円
総
額

資
本
的
支
出
４
億
１
４
８
１
万
円
総
額

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

問�

給
与
の
級
別
職
員
数
は
、
人
事
異
動
の
際
計
画

的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
か

答�

級
別
の
職
員
数
が
当
て
は
め
る
よ
う
な
状
況
は

な
い
、
各
級
は
資
質
、
能
力
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
る
。

可決
全会一致

６
９
３
万
円
を
増
額

総
額　
９
億
９
５
６
５
万
円

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

問�

道
ノ
尾
駅
前
に
ま
だ
、
未
処
分
保
留
地
が
あ
る

の
か
。

答�

過
少
宅
地
救
済
の
保
留
地
は
あ
る
。

可決
全会一致

問�

災
害
・
病
気
・
そ
の
他
納
税
が

困
難
な
事
由
が
あ
る
場
合
の
猶

予
制
度
と
理
解
し
て
良
い
か
。

答�

納
税
が
困
難
に
な
り
、
条
例
に

定
め
る
条
項
に
当
て
は
ま
り
、

滞
納
者
の
申
請
で
猶
予
が
出
来

る
制
度
だ
。
納
税
者
の
負
担
軽

減
に
な
る
。

問�

50
万
円
以
上
の
滞
納
者
は
担
保

か
保
証
人
を
徴
求
と
あ
る
が
、保

証
人
が
い
な
い
場
合
保
証
協
会

な
ど
の
保
証
は
で
き
な
い
の
か
。

答�

基
本
的
に
は
、
担
保
か
保
証
人

が
必
要
。
滞
納
者
と
相
談
す
る

こ
と
に
な
る
。

主
な
内
容

　

納
税
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

の
納
税
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
く
猶

予
制
度
の
創
設
。猶
予
に
係
る
担
保
の

徴
収
基
準
な
ど
の
改
正
、
番
号
法
に
伴

う
所
要
の
措
置
の
改
正
へ
の
一
部
改

正
を
行
う
も
の
。

国保税（料）　（平成２７年度）

金　額

長与町
（現在） 213,800

県内市町の平均 244,719

長与町
（改定案） 229,800

※モデル保険税算出基礎

市　町
モデルによる
保険税

世帯構成：夫婦2人（40歳以上）、子ども1人
世帯所得…課税所得998,000円
　　　　　（軽減判定所得1,328,000円）
固定資産税…42,000円
軽減…2割軽減
　　　（H27.6.1当初賦課資料の平均値による。）



　質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策
論議をするもので、議員も執行側も十分な準備を
必要とすることから、事前通告制です。
　制限時間60分の範囲内で、一問一答制をとっ
ています。

一般質問

　質問した議員が執筆したものです。
　原稿は、原則として1000文字以内で要約した
もので、原文を尊重して掲載しています。

一般質問の記事

　会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的
研修集会施設、高田地区公民館、上長与地区公
民館、長与町ホームページで閲覧できます。

会議録の閲覧

一般質問

10人が問う

掲載ページ

6 金子　　恵 議員
①町政運営について
②18歳選挙権に対する取り組みについて

7 吉岡　清彦 議員
①生きがいづくりの政策推進について
②五蠹行政からの脱却について
③教育委員会について

8 竹中　　悟 議員
①町長のリーダーシップについて
②改ざんは許さない について

9 分部　和弘 議員
① 防災について
② 新たな視点での防犯について
③ 幸福度日本一への取り組みについて

10 西岡　克之 議員
① 教育問題について
② 福祉政策について

11 饗庭　敦子 議員
① 生活交通確保対策について
② 子どもの貧困について

12 安部　　都 議員
① 災害時の避難場所のあり方と救助と避難について
② 道ノ尾駅での長与の農産品・特産品の販路拡大と活性化について
③ マイナンバー制度について

13 安藤  克彦 議員
① 新図書館建設に向けての取組について
② 「ふるさと納税」の更なる推進について

14 堤　　理志 議員
① 時代にあった公園のあり方について
② 子育て支援策としての住宅リフォーム助成について

15 河野　龍二 議員
① 都市計画道路西高田線の今後について
② 農業振興策の取り組みについて
③ 子ども医療費助成の拡大について
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１
期
目
を
ど
う
総
括
す
る
の
か
。

「
幸
福
度
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目

指
し
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
中

で
、
町
民
意
識
調
査
で
は
87
％
の

町
民
が
「
住
み
や
す
い
」
と
回
答

し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
満
足
度

が
高
い
こ
と
が
伺
え
る
。
今
後
と

も
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

の
早
期
完
成
、
就
任
時
に
示
し
た

「
想
い
」
の
実
現
に
向
け
、
期
待

に
応
え
る
べ
く
努
力
す
る
。

来
期
の
重
要
施
策
は

来
期
、進
め
る
重
要
施
策
は
何
か
。

新
図
書
館
建
設
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
憩
い
の
あ
る
生
活
空
間
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
導
入
、
地

場
産
業
の
活
性
化
、
町
民
が
健
康

で
長
生
き
で
き
る
「
安
心
し
て
ず

っ
と
住
め
る
ま
ち
」、
妊
娠
か
ら

子
育
て
期
、
学
校
教
育
ま
で
の
一

貫
し
た
環
境
の
充
実
を
図
り
、「
子

ど
も
を
育
て
た
く
な
る
ま
ち
」
を

目
指
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長
議 

員

の
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
見
守
り

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
情
報
イ

ン
フ
ラ
の
活
用
は
厳
し
い
。
ア
ナ

ロ
グ
的
な
「
見
守
り
マ
ッ
プ
」
を

全
自
治
会
で
完
成
し
見
守
る
こ
と

が
重
要
だ
が
ど
う
か
。

マ
ッ
プ
作
り
に
は
信
頼
が
必
要
で

あ
り
、
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
中

で
完
成
に
向
け
進
め
て
い
く
。

制
度
の
は
ざ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て

き
た
日
中
独
居
問
題
な
ど
山
積
し

て
い
る
。
2
期
目
、
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長

議 

員

少
子
高
齢
化
問
題
を
施
策
の
中
で

行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
思
う
。
信
頼
関
係
を
深
め
、
解

決
策
を
見
つ
け
て
い
く
。

出
馬
に
対
し
、
前
向
き
で
あ
る
こ

と
は
感
じ
る
。
し
か
し
、
表
明
が

遅
い
の
は
選
挙
の
関
心
度
、
透
明

性
を
考
え
る
と
マ
イ
ナ
ス
要
因
で

は
な
い
か
。
意
思
表
示
を
明
確
に

せ
よ
。

後
援
会
な
ど
の
意
見
を
集
約
し
、

早
い
時
期
に
表
明
を
す
る
。

長
与
北
小
モ
デ
ル
を

ど
う
活
用
す
る
か

問
社
会
科
教
育
の
一
環
と
し

て
対
応
す
る

答
主
権
者
教
育
に
お
い
て
、
中
立
性

を
重
ん
じ
る
ば
か
り
に
教
師
が
躊

躇
す
る
と
い
っ
た
話
も
聞
く
。
基

準
は
あ
る
の
か
。

教
育
基
本
法
に
の
っ
と
り
進
め
て

い
く
。
指
導
テ
キ
ス
ト
に
は
Ｑ
＆

Ａ
な
ど
も
載
る
。
こ
れ
が
基
準
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

町 

長
議 

員
町 

長
議 

員
教
育
長

え
る
。

投
票
行
動
を
促
す
た
め
に
前
提
に

な
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

社
会
的
自
立
、
主
体
的
に
判
断
す

る
力
と
い
う
も
の
を
政
治
的
教
養

で
は
な
く
実
践
的
に
教
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

「
長
与
北
小
モ
デ
ル
」
と
言
わ
れ

る
今
回
の
取
り
組
み
を
、
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
県
立
北
陽

台
高
校
で
講
話
を
行
う
。
ま
た
、

小
中
学
校
に
関
し
て
も
社
会
科
教

育
の
一
環
と
し
て
要
望
が
あ
れ
ば

対
応
し
て
い
く
。

議 

員
教
育
委
員
会
理
事

議 

員
総
務
課
長

住民の幸せな暮らしのための町政を

一般質問2期目　出馬意思を明確にせよ

金
かね

子
こ

  　恵
めぐみ

　議員
回答 意見を集約し早い時期に表明する
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今
日
、
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
向
け

て「
幸
せ
寿
命
」や「
健
康
寿
命
」

対
策
の
推
進
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
「
幸
せ
寿
命
・
健
康

寿
命
１
２
０
歳
長
与
」
宣
言
を
提

言
す
る
が
ど
う
か
。

２５
年
３
月
に
町
の
健
康
増
進
計
画

で
あ
る
「
第
２
次
健
康
な
が
よ

２１
」
を
策
定
し
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
特
に
壮
年
期
に

な
る
と
、
生
活
習
慣
病
を
含
む
疾

病
の
予
防
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
よ
っ
て
「
幸
せ
寿
命
・
健

康
寿
命
１
２
０
歳
長
与
」
宣
言
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

議 

員
町 
長

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
政

策
と
し
て
、「
再
生
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
、
楽
し
く
活
動
し
て

も
ら
う
こ
と
も
こ
れ
か
ら
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

建
屋
の
問
題
、
収
集
方
法
の
問
題
、

人
材
確
保
の
問
題
な
ど
を
は
じ
め
、

財
政
的
な
面
か
ら
も
実
現
は
難
し
い
。

資
源
化
物
の
回
収
時
に
お
い
て
、

車
両
事
故
に
お
け
る
賠
償
責
任
は

個
人
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
行

政
が
補
て
ん
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

賠
償
責
任
を
補
て
ん
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
拠
点
と
し

て
据
え
て
よ
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

従
来
の
分
別
と
収
集
方
法
を
変
更

し
て
、「
資
源
化
物
の
拠
点
回
収
」

を
実
施
し
て
き
た
。

行
政
放
棄
で
な
い
か

今
の
資
源
化
物
の
回
収
制
度
は
、

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長
議 
員

町 

長
議 

員

住
民
に
無
理
を
押
し
つ
け
た
や
り

方
で
あ
り
、
行
政
放
棄
と
捉
え
ら

れ
る
が
ど
う
か
。

町
と
長
与
町
保
健
環
境
連
合
会
と

協
議
を
行
い
、
町
民
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

資
源
化
物
の
拠
点
回
収
制
度
を「
条

例
」
化
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

五
蠹と

行
政
か
ら
の

脱
却
を

問
質
の
高
い
人
材
を

育
て
て
い
る

答
五
蠹
行
政
か
ら
脱
却
す
る
た
め

に
、
直
諫
で
き
る
職
員
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

公
平
・
公
正
の
立
場
で
物
事
を
考

え
、
誠
意
の
あ
る
質
の
高
い
人
材

を
育
成
し
て
い
る
。

次
期
町
長
選
挙
へ
の
立
候
補
は
ど

う
か
。

早
い
時
期
に
表
明
す
る
。

町 

長
議 

員
町 

長
議 

員
町 

長
議 

員
町 
長

教
職
員
の
削
減
は
ど
う
か
。

今
後
９
年
間
で
１１
人
減
と
な
る
。

全
国
的
に
小
学
生
の
暴
力
行
為
が

増
加
傾
向
だ
が
本
町
は
ど
う
か
。

発
生
し
て
い
な
い
。

体
育
館
床
板
事
故
の
状
況
は
ど
う
か
。

発
生
し
て
い
な
い
。

校
舎
の
防
護
ネ
ッ
ト
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
現
場
で

長
与
郷
土
芸
能
盆
唄
を

問
取
り
組
み
は
厳
し
い

答
学
校
で
の「
長
与
郷
土
芸
能
盆
唄
」

へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

時
間
的
な
制
約
も
あ
り
取
り
組
み

は
厳
し
い
。

議 

員
教
育
長

議 

員
教
育
長

議 

員
教
育
長

議 

員
教
育
長

議 

員
教
育
長

幸せ寿命・健康寿命で120歳

一般質問幸せ　健康寿命で１２０歳の宣言を

吉
よし おか

岡  清
きよ ひこ

彦　議員
回答 今のところ考えていない
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今
回
ご
み
焼
却
施
設
に
お
い
て
、

一
酸
化
炭
素
基
準
値
オ
ー
バ
ー
に

よ
る
改
ざ
ん
事
件
が
発
生
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
契
約
額
が
約
66
億

円
、
契
約
期
間
が
２0
年
と
い
う
Ｄ

Ｂ
Ｏ
方
式
の
巨
大
契
約
で
あ
る
。

改
ざ
ん
は
会
社
ぐ
る
み
と
考
え
ら

れ
る
も
の
の
、
組
合
議
会
は
調
査

特
別
委
員
会
設
置
を
時
期
尚
早
と

決
定
し
て
い
る
。
地
元
住
民
の
健

康
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。ま
た
、

契
約
管
理
会
社
と
の
信
頼
関
係
は

な
く
、
責
任
の
所
在
が
不
明
で
あ

る
。
第
三
者
委
員
会
を
設
立
し
監

視
体
制
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

施
設
組
合
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

組
合
に
対
し
町
長
よ
り
特
別
委
員

会
の
設
置
を
依
頼
で
き
な
い
か
。

組
合
で
の
論
議
を
見
守
っ
て
ほ

し
い
。

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

選
挙
公
約
の
達
成
度
は

問
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

ま
い
進
す
る

答
来
年
は
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選

挙
が
執
行
予
定
で
あ
る
。
出
馬
の

意
思
は
あ
る
の
か
。

後
援
会
と
相
談
の
上
決
断
す
る
。

町
長
は
初
回
の
選
挙
公
約
に
、
幸

福
度
日
本
一
の
街
に
す
る
た
め
５

つ
の
公
約
を
さ
れ
、
特
に
情
報
イ

ン
フ
ラ
事
業
に
心
血
を
注
ぐ
と
公

言
さ
れ
た
。
達
成
度
は
ど
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
と
Ｉ
Ｃ

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

Ｔ
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
た
が
、

前
者
に
つ
い
て
は
設
備
投
資
、

ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
に
苦
慮
し
て
い

る
。後
者
に
つ
い
て
は
、県
と
協
調

し
、
地
域
支
え
合
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
モ
デ

ル
事
業
の
有
効
部
分
を
見
出
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
ま
い
進
す
る
。

「
有
効
部
分
を
今
後
に
生
か
す
」

と
言
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
取
り

組
み
は
あ
る
の
か
。

子
育
て
世
代
向
け
の
交
流
サ
イ
ト

を
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
ど

う
か
。

最
も
大
き
な
問
題
は
、
経
費
の
問

議 

員
町 

長
議 

員
町 
長

題
。
経
路
に
つ
い
て
も
、
ア
ン
ケ

ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
考
え
る
。ま
た
、

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
議
論
が

必
要
と
考
え
る
。

地
域
公
共
交
通
会
議
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
乗
合
運

送
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
委
託
ま
た
は
直
営
に
よ

る
バ
ス
運
送
の
実
施
を
協
議
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
公
共
交
通
計

画
を
策
定
、
実
施
す
る
目
的
で
、

自
治
体
・
運
輸
局
・
交
通
事
業
者

・
住
民
代
表
が
話
し
合
う
会
議
で

あ
る
。

昨
年
提
言
し
た
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
よ
る
官
・
民
・
企
業
を
核

と
し
た
運
営
計
画
の
進
捗
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

企
業
と
の
話
し
合
い
は
行
っ
て
い

る
が
、
具
体
的
な
集
客
数
な
ど
見

え
な
い
点
が
多
く
、
苦
慮
し
て
い

る
。
今
後
も
前
向
き
に
協
議
し
、

町
負
担
軽
減
に
努
力
し
て
い
く
。

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

改ざんは許さない

監視体制を作れ　ごみ焼却施設

竹
たけ　なか

中 　悟
さとる

　議員
回答 施設組合で判断すると考えている
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９
月
の
全
国
各
地
で
の
豪
雨
災
害

と
そ
れ
に
伴
う
河
川
の
決
壊
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

回
の
豪
雨
災
害
の
対
応
状
況
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

自
治
体
の
防
災
能
力
の
想
定
を
超

え
た
豪
雨
が
急
増
し
て
い
る
。
茨

城
県
常
総
市
の
鬼
怒
川
氾
濫
を
は

じ
め
と
し
た
９
月
の
豪
雨
災
害
で

は
、
避
難
勧
告
の
判
断
基
準
が
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
避
難
指
示
の

遅
れ
が
被
害
を
拡
大
し
た
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
本
町
で
は
大
雨
・

台
風
に
よ
る
災
害
警
戒
本
部
を
８

回
設
置
し
た
。
幸
い
、
避
難
勧
告

を
出
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
警
戒
本
部
で
は
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
避
難
勧
告
を
発
令
で
き

る
よ
う
、
気
象
庁
お
よ
び
長
崎
県

が
発
表
す
る
雨
量
情
報
や
土
砂
災

害
危
険
情
報
、
河
川
水
位
情
報
な

ど
を
注
意
深
く
監
視
し
て
い
る
。

「
自
助
」「
共
助
」の
体
制
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

普
段
か
ら
の
近
所
付
き
合
い
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
主
防
災
組
織

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

や
消
防
団
・
地
域
住
民
に
よ
る
連

携
し
た
防
災
訓
練
や
災
害
弱
者
の

見
守
り
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
自
主
防
災
組
織
へ

の
研
修
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ

り
、
防
災
知
識
の
普
及
促
進
を
図

り
、
時
代
に
合
わ
せ
た
災
害
情
報

伝
達
手
段
の
多
様
化
を
進
め
、「
自

助
」「
共
助
」
の
体
制
づ
く
り
に

努
め
る
。新

た
な
視
点
で
の

防
犯
の
考
え
は

問
犯
罪
に
遭
わ
な
い

起
こ
さ
せ
な
い
環
境

答
本
町
に
お
い
て
は
特
に
窃
盗
事
例

が
多
く
、
町
民
の
大
切
な
財
産
が

議 

員

狙
わ
れ
て
い
る
現
状
だ
と
思
う
。

町
、
警
察
署
お
よ
び
関
係
機
関
と

連
携
を
取
っ
て
の
防
犯
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
が
、
防
犯
に
対

す
る
考
え
方
は
ど
う
か
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
環
境
は
、
誰
も
が
願
う
思

い
で
あ
り
、町
に
お
い
て
は
、「
自

分
の
安
全
は
、
自
分
で
守
る
」
と

い
う
自
主
防
犯
意
識
の
高
揚
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
地
域
づ
く
り
、「
犯

罪
に
遭
わ
な
い
、起
こ
さ
せ
な
い
」

た
め
の
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
基

本
と
し
て
、
警
察
を
始
め
、
地
域

や
学
校
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

て
活
動
し
て
い
る
。

町 

長

幸
福
度
・
町
政
運
営
の

評
価
は
ど
う
か

問
良
い
評
価
を
得
て
い
る

答
町
長
と
し
て
の
任
期
も
あ
と
数
カ

月
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
り
「
幸
福
度
」「
町
政
運
営
」

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

「
長
与
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
意
識

調
査
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
87
％

の
町
民
が
「
住
み
や
す
い
」
と
回

答
さ
れ
、
全
体
と
し
て
満
足
度
が

高
い
こ
と
が
伺
え
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
各
施
策
に
つ
い
て
も
、

満
足
・
不
満
足
両
方
の
観
点
か
ら

回
答
数
を
指
数
化
し
満
足
度
を
見

る
と
、
２１
年
度
に
実
施
し
た
調
査

と
比
較
し
、
５５
の
施
策
中
、
4５
の

施
策
の
満
足
度
が
向
上
し
て
い

る
。
良
い
評
価
を
得
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
。

議 

員
町 

長

長崎市の防災訓練状況

防犯カメラ作動中

一般質問豪雨災害の対応をどう受け止める

分
わけ べ

部  和
かず ひろ

弘　議員
回答 適切なタイミングで避難勧告を
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財
務
省
が
、
今
後
１0
年
間
で
約
５

％
に
あ
た
る
３
万
７
千
人
の
公
立

小
中
学
校
教
職
員
削
減
を
打
ち
出

し
た
が
、
単
純
に
数
値
を
本
県
に

当
て
は
め
る
と
、
約
４
６
０
人
の

削
減
に
な
る
。
本
町
も
対
象
に
な

る
が
、
削
減
は
教
育
力
の
低
下
に

な
り
、
本
町
の
強
み
が
減
る
こ
と

に
な
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

財
務
省
の
諮
問
ど
お
り
に
実
施
さ

れ
る
と
学
校
現
場
の
教
育
力
低
下

や
、
き
め
細
や
か
な
指
導
の
低
下

な
ど
様
々
な
影
響
が
大
き
い
。
教

育
は
未
来
の
子
ど
も
達
へ
の
先
行

投
資
で
あ
る
。
声
を
あ
げ
大
幅
削

減
を
食
い
止
め
た
い
。

前
段
の
質
問
と
相
反
す
る
が
、
県

教
委
は
公
立
小
中
学
校
に
来
年
度

よ
り
他
の
教
員
に
指
導
助
言
す
る

「
指
導
教
諭
」
の
配
置
を
す
る
と

表
明
し
た
が
配
置
は
あ
る
か
。

１９
年
の
学
校
教
育
法
改
正
で
副
校

長
、
主
幹
教
諭
の
配
置
が
可
能
に

な
り
、
本
町
で
は
南
小
、
長
与
小

に
配
置
し
て
い
る
。
今
回
の
「
指

導
教
諭
」
配
置
は
県
全
体
で
９
人

議 

員
教
育
長

議 

員
教
育
長

配
置
で
あ
り
、
厳
し
い
配
置
に
な

る
と
思
う
が
一
人
で
も
配
置
で
き

る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

教
育
、
福
祉
は
自
治
体
間
で
の
競

争
だ
。
本
町
に
は
高
い
教
育
力
が

あ
る
。
こ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に

も
戦
略
的
な
教
育
予
算
の
拡
充
を

引
き
続
き
求
め
る
が
ど
う
か
。

教
育
力
は
、本
町
の
強
み
で
あ
る
。

引
き
続
き
努
力
す
る
。

子
ど
も
医
療
費
無
償
化

進
捗
状
況
は

問
実
現
に
向
け

努
力
し
て
い
る

答
前
議
会
で
質
問
し
た
が
、
児
童
・

生
徒
の
医
療
費
無
償
化
へ
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
現
在
対

象
年
齢
拡
充
に
向
け
精
査
し
て
い

る
。
本
町
で
も
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

各
種
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

元
気
な
高
齢
者
の
活
動
拠
点
と
し

て
、
施
設
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。

昨
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

出
さ
れ
た
拠
点
整
備
の
請
願
が
採

択
さ
れ
、
庁
舎
内
で
検
討
を
し
て

き
た
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
敷

地
内
の
一
角
に
考
え
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

長
崎
市
で
は
、
非
課
税
世
帯
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
無
料

と
聞
く
が
本
町
で
は
ど
う
か
。

議 

員
町 

長
議 

員

予
防
接
種
費
一
部
負
担
は
実
施
し

て
い
る
が
、
無
料
化
は
現
状
で
は

考
え
て
い
な
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
を
包
括
的
に
確
保
で
き

る
体
制
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。

町 

長
議 

員
町 

長

どこに建つの 高齢者施設

一般質問教職員削減は本当か

西
にし おか

岡  克
かつ ゆき

之　議員
回答 定数維持に努める
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高
齢
化
が
進
む
中
、
買
い
物
、
通

院
な
ど
の
日
常
生
活
に
不
自
由
を

感
じ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
生
活
弱

者
と
呼
ば
れ
る
人
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
、
住
民
が
安
心
し
て
日
々

の
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
の

足
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
生
活
交
通
確
保
の
現

状
と
課
題
は
何
か
。

路
線
バ
ス
は
比
較
的
利
用
し
や
す

い
環
境
に
あ
る
。
路
線
維
持
の
観

点
か
ら
バ
ス
利
用
促
進
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。

「
長
与
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
で
①
路
線
バ
ス

の
充
実
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

導
入
③
鉄
道
の
充
実
④
公
共
交
通

の
利
用
促
進
と
あ
る
が
ど
こ
を
優

先
的
に
進
め
る
か
。

議 

員
町 

長
議 

員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
進
め
て

い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
問
題
は
１0

年
間
、
ず
っ
と
議
論
さ
れ
て
い
る

が
実
現
は
可
能
か
。

交
通
結
節
点
を
榎
の
鼻
区
画
整
理

事
業
の
中
に
設
定
す
る
こ
と
と
、

高
齢
化
に
よ
り
利
用
者
数
が
増
え

る
の
で
可
能
で
あ
る
。

運
行
予
定
は
い
つ
か
。

で
き
る
だ
け
早
く
実
施
す
る
。

新
し
い
発
想

早
め
の
実
現
を
期
待
す
る
。ま
た
、

デ

※

マ
ン
ド
交
通
と
し
て
デ
イ
ケ
ア
、

幼
稚
園
な
ど
の
送
迎
バ
ス
と
の
連

携
な
ど
新
し
い
発
想
は
な
い
の
か
。

公
共
交
通
と
し
て
一
定
の
安
全
性

が
求
め
ら
れ
る
の
で
バ
ス
事
業
者

と
検
討
し
て
い
く
。

買
い
物
弱
者
が
全
国
で
７
０
０
万

人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
町
で
は

企
画
課
長

議 

員
課 

長
議 

員
企
画
振
興
部
長

議 
員

企
画
課
長

議 

員

何
人
い
る
か
。

推
定
で
き
な
い
。

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
時
に
、

実
施
さ
れ
て
い
る
住
基
カ
ー
ド
が

終
了
に
な
る
が
、
そ
れ
に
代
わ
る

特
典
を
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
貧
困
対
策
に

取
り
組
め

問
乳
幼
児
期
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る

答
今
や
６
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧

困
の
も
と
で
暮
ら
し
て
お
り
、
更

に
深
刻
な
こ
と
に
育
児
放
棄
も
含

む
、
児
童
虐
待
の
対
応
数
は
年
間

７
万
件
に
及
ん
で
い
る
。
貧
困
の

連
鎖
を
断
ち
き
り
、
適
切
な
支
援

を
行
う
こ
と
は
、
福
祉
的
な
側
面

と
と
も
に
有
用
な
人
材
を
育
て
て

い
く
未
来
へ
の
投
資
で
も
あ
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
現
状
と
課

題
は
な
に
か
。

「
教
育
支
援
」「
生
活
支
援
」「
就

労
支
援
」「
経
済
的
支
援
」
を
展

企
画
振
興
部
長

議 

員
企
画
振
興
部
理
事

議 

員
町 

長

開
し
て
い
る
が
手
当
の
拡
充
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

医
療
費
助
成
の
拡
大

乳
幼
児
期
の
支
援
で
保
育
所
と
の

連
携
は
と
れ
て
い
る
か
。

気
に
な
る
子
ど
も
の
こ
と
は
連
携

で
き
て
い
る
。

小
中
学
生
の
就
学
支
援
制
度
の
情

報
が
必
要
な
人
に
確
実
に
届
い
て

い
る
の
か
。

給
食
費
の
未
納
の
場
合
な
ど
に
制

度
を
説
明
し
て
支
援
を
受
け
て
も

ら
っ
て
い
る
。

母
子
家
庭
の
医
療
費
助
成
を
１8
歳

以
上
に
で
き
な
い
か
。

高
校
ま
で
は
対
象
で
あ
る
が
、
大

学
な
ど
は
な
い
。

議 

員
福
祉
課
長

議 

員
教
育
長

議 

員
福
祉
課
長

※
デ
マ
ン
ド
交
通

地
域
の
タ
ク
シ
ー
会
社
や
自
治
体
の

ワ
ゴ
ン
車
な
ど
を
乗
り
合
い
で
利
用

し
、
予
約
・
配
車
・
運
行
を
一
元
化

し
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
低
コ

ス
ト
・
低
料
金
を
実
現
す
る
新
交
通

シ
ス
テ
ム
。

既
に
全
国
で
導
入
実
績
が
あ
る
。

町民に望まれる
コミュニティバスの運行

一般質問コミュニティバスを実現させよ

饗
あい ば

庭  敦
あつ こ

子　議員
回答 できるだけ早く実施する
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一
時
避
難
場
所
と
避
難
所
の
あ
り

方
と
目
的
の
違
い
は
何
か
。

公
園
や
学
校
な
ど
、
５９
カ
所
の
指

定
緊
急
避
難
場
所
の
指
定
を
し

た
。
一
方
、
指
定
避
難
所
は
、
一

定
期
間
滞
在
す
る
場
所
で
体
育
館

や
公
共
施
設
な
ど
２6
カ
所
の
指
定

を
行
な
っ
た
。

公
共
施
設
は
、
老
朽
化
し
て
安
全

な
避
難
場
所
と
し
て
十
分
と
い
え

る
の
か
。
早
急
な
建
替
え
が
必
要

で
は
な
い
か
。

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
建
替
え

は
、
各
所
管
で
話
し
合
い
対
応
し

た
い
。
避
難
は
、
注
意
・
喚
起
を

呼
び
か
け
町
民
の
安
全
確
保
に
努

め
る
。

災
害
時
、
パ
ニ
ッ
ク
を
生
じ
な
い

よ
う
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
ら
ど

う
か
。

4２
の
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な

り
、
長
崎
市
消
防
局
や
消
防
団
と

協
同
し
て
、
避
難
訓
練
を
実
施
し

た
。
来
年
度
は
、長
崎
市
、本
町
、

議 

員
町 

長
議 

員
総
務
課
長

議 

員
町 

長

時
津
町
と
合
同
で
訓
練
を
行
う
。

要
援
護
者
の
支
援
時
、
ス
ム
ー
ズ

な
避
難
が
出
来
る
よ
う
、
け
ん
引

式
車
い
す
補
助
装
置「
ジ
ン
リ
キ
」

を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

そ
ん
な
も
の
が
あ
る
の
は
初
め
て

知
っ
た
。
今
後
勉
強
し
、
必
要
な

と
こ
ろ
に
対
応
し
た
い
。

道
ノ
尾
駅
に

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を

問
駅
構
内
へ
の
開
設
は

困
難

答
道
ノ
尾
駅
で
の
一
日
の
利
用
者
の

通
勤
、
通
学
者
の
把
握
は
し
て
い

る
の
か
。

２6
年
度
の
１
日
の
平
均
乗
降
者
数

議 

員
総
務
課
長

議 

員
町 

長

は
、
計
１
８
１
６
人
。
近
年
増
加

傾
向
に
あ
り
、
２２
年
度
よ
り
２4
％

増
加
し
て
い
る
。

道
ノ
尾
駅
で
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を

開
設
し
、
農
産
品
、
特
産
品
を
販

売
し
、
活
性
化
を
図
る
考
え
は
ど

う
か
。

駅
舎
は
、
Ｊ
Ｒ
の
所
有
で
協
議
が

必
要
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ス
ペ
ー
ス

な
ど
考
え
る
と
、
駅
構
内
へ
の
開

設
は
困
難
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

安
全
性
を
図
れ

問
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
る

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

議 

員
町 

長
議 
員

は
、
安
全
性
に
つ
い
て
疑
問
の
声

も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に

便
乗
し
、詐
欺
被
害
も
出
て
い
る
。

今
後
の
取
り
扱
い
の
安
全
性
に
つ

い
て
の
対
策
を
聞
く
。

番
号
制
度
を
円
滑
か
つ
確
実
に
導

入
し
、
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
行
政
事
務
の
効
率
化
を

推
進
す
る
た
め
、
具
体
的
な
取
組

体
制
を
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
行

動
計
画
」
と
し
て
策
定
し
た
。
事

務
担
当
職
員
に
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド

管
理
を
実
施
し
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
と
し
て
、
個
人
用
業
務
端
末
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を

切
り
離
す
な
ど
、
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
る
。

不
在
者
通
知
で
戻
っ
て
き
た
通
知

カ
ー
ド
は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

１１
月
末
で
、
９
１
３
通
の
５
・
4３

％
で
あ
る
。

住
民
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
臨
時
説

明
会
の
開
催
の
予
定
は
な
い
の
か
。

今
の
と
こ
ろ
、
臨
時
説
明
会
を
す

る
つ
も
り
は
な
い
。

町 

長
議 

員
住
民
課
長

議 

員
町 

長

「ジンリキ」を使い
　　　避難もラクラク！

道ノ尾駅に農家レストランを！

一般質問災害時　安全に避難できる環境を

安
あ　べ

部　都
みやこ

　議員
回答 町民の安全確保に努める
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新
図
書
館
基
本
構
想
が
今
年
３
月

に
示
さ
れ
た
が
、
以
前
か
ら
建
設

に
関
し
て
は
補
助
金
を
探
し
て
い

る
趣
旨
の
答
弁
に
終
始
し
て
い

る
。
基
本
構
想
で
今
年
度
予
定
の

図
書
館
準
備
室
の
設
置
も
ま
だ
で

あ
る
。
町
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

補
助
金
が
な
け
れ
ば
建
設
は
難
し

い
。
補
助
金
を
探
し
て
い
る
が
文

科
省
で
は
な
い
。
国
交
省
関
係
の

補
助
金
は
法
規
制
が
あ
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

将
来
の
こ
と
も
見
据
え
な
が
ら
、

ど
の
補
助
金
が
有
利
で
最
適
な
の

か
研
究
を
し
て
い
る
。
複
合
的
な

補
助
金
も
考
え
て
い
る
。

財
政
が
厳
し
い
の
は
十
分
理
解
す

る
。
た
だ
、
基
本
構
想
策
定
段
階

で
資
金
計
画
も
示
し
、
財
政
の
こ

と
も
分
か
っ
て
い
た
こ
と
。
こ
の

ま
ま
で
は
北
陽
台
に
購
入
す
る
土

地
は
眠
ら
せ
た
ま
ま
に
な
る
。
そ

ん
な
状
況
で
い
い
の
か
。

新
図
書
館
は
早
期
に
作
り
た
い
気

持
ち
で
一
杯
だ
。
た
だ
、
都
市
計

議 

員
副
町
長

議 

員
町 

長

画
道
路
西
高
田
線
の
補
助
金
が
思

っ
た
よ
う
に
降
り
て
こ
な
い
。
ま

た
、
高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

も
３0
年
経
つ
。
今
の
ま
ま
進
め
る

と
か
な
り
の
事
業
費
が
掛
か
る
の

で
、
早
く
あ
げ
る
た
め
の
方
法
も

考
え
て
い
る
。
も
し
、
高
田
南
が

計
画
通
り
に
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
す
ぱ
っ
と
図
書
館

に
切
り
替
え
る
方
法
も
あ
る
。

図
書
館
建
設
の
た
め
の
基
金
創
設

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

教
育
委
員
会
所
管
の
基
金
を
再
編

し
て
、
新
図
書
館
建
設
を
含
め
た

と
こ
ろ
で
対
応
し
た
い
。

議 

員
町 

長

こ
の
基
金
は
図
書
館
の
内
部
設
備

や
図
書
購
入
以
外
の
建
物
建
設
に

も
活
用
で
き
る
の
か
。
ま
た
基
金

の
現
在
残
高
は
い
く
ら
か
。

利
用
で
き
る
。
１0
月
末
の
残
高
は

６
億
３
千
６
百
万
円
。

建
設
へ
向
け
て
の
現
状
を
説
明

し
、
要
望
や
思
い
を
聞
く
新
図
書

館
に
特
化
し
た
住
民
説
明
会
を
開

催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
、
各
種
会
議
や
ほ
っ
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
詳
し
く
説

明
し
て
き
た
。
引
き
続
き
こ
の
よ

う
な
形
で
住
民
に
説
明
し
て
い
き

た
い
。

開
か
れ
た
町
政
を
掲
げ
る
町
長
と

し
て
は
、
膝
を
つ
き
合
わ
せ
る
形

で
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
住
民
に

説
明
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
の
ほ
っ
と
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
こ
れ
か
ら
も
説
明

し
て
い
き
た
い
。

議 

員
教
育
次
長

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

積
極
的
な
取
組
を

問
担
当
部
署
を
変
え

取
り
組
ん
で
い
く

答
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
積
極
的
な
取

組
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
あ
く
ま
で
も
寄
付
と
い
う

こ
と
を
前
提
に
、
謝
礼
に
つ
い
て

は
こ
ち
ら
で
選
ん
で
い
る
。
今
後

は
担
当
部
署
を
変
更
し
て
、
謝
礼

品
に
つ
い
て
は
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
も

兼
ね
、
地
元
の
物
を
多
く
取
り
入

れ
た
い
。
寄
付
者
が
謝
礼
品
を
選

択
で
き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

な
ど
充
実
さ
せ
て
い
く
。

議 

員
町 

長

早く、新しい図書館を！

本町がお礼に送る特産品の一例

新図書館建設へ向けての進捗は

回答 用地購入に向けての議案を上程中
安
あん

藤
どう

  克
かつ

彦
ひこ

　議員
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公
園
は
地
域
住
民
が
身
近
な
場
所

で
気
軽
に
憩
い
、
遊
ぶ
空
間
と
し

て
重
要
な
役
割
が
あ
る
。
場
所
に

よ
っ
て
は
高
齢
者
、
子
ど
も
、
い

ず
れ
か
が
利
用
し
づ
ら
い
実
態
が

あ
っ
た
り
、
利
用
度
が
低
い
箇
所

が
み
ら
れ
る
。
高
齢
者
が
増
加
し

て
い
る
地
域
で
は
、
高
齢
者
向
け

健
康
器
具
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
設
置

議 

員

を
促
進
し
て
い
る
自
治
体
も
増
え

て
い
る
。
高
齢
者
が
多
い
地
域
の

公
園
に
健
康
遊
具
を
計
画
的
に
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
器
具
系
施
設
は
大
人
の
健

康
、
体
力
保
持
が
目
的
で
、
全
国

的
に
も
増
加
傾
向
で
あ
る
。
高
齢

者
福
祉
へ
対
応
す
る
た
め
設
置
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

町 

長

若
者
向
け
の

リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
検
討
を

問
空
き
家
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
る

答
既
存
の
住
宅
団
地
で
は
、
高
齢
化

の
進
行
と
と
も
に
空
き
家
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

こ
を
若
い
世
代
が
購
入
し
居
住
す

る
際
、
改
装
費
の
一
部
を
補
助
す

る
と
い
う
新
た
な
視
点
が
住
民
ニ

ー
ズ
と
し
て
出
て
く
る
と
考
え

る
。
総
合
開
発
審
議
会
の
長
与
町

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
対
す

る
提
言
（
答
申
）
に
は
、
高
齢
化

を
踏
ま
え
た
住
宅
政
策
を
明
確
化

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

策
と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
重
要
性
を
提
言
し
て
い

る
。
地
元
商
工
業
の
活
性
化
策
に

加
え
、
人
口
対
策
と
し
て
の
視
点

を
と
り
入
れ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
が
検
討
で
き
な
い
か
。

議 

員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
居
住
環
境

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
２５
年
度

か
ら
２
年
間
実
施
し
た
。
ま
た
、

２7
年
度
は
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
、
住
宅
、
店
舗
、
購
入
後
の
居

住
に
備
え
た
改
装
も
対
象
と
す
る

な
ど
、 

補
助
対
象
を
拡
大
し
て
実

施
し
、
一
定
の
経
済
波
及
効
果
が

認
め
ら
れ
る
。

　
多
く
の
団
地
か
ら
成
り
立
つ
本

町
と
し
て
は
、
今
後
、
団
地
の
再

生
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く

る
。 

経
済
効
果
と
い
う
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
移
住
・
定
住
対
策

の
推
進
を
図
る
上
で
、
空
き
家
の

有
効
活
用
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
ま
ず
は
２8
年
度
、
空
き
家

の
情
報
収
集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
図
っ
た
上
で
、
具
体
的
な
移
住

・
定
住
促
進
の
た
め
の
支
援
策
を

検
討
し
た
い
。

町 

長

健康器具を身近な公園に設置しよう

一般質問公園に健康器具を設置せよ

　堤
つつみ

　  理
さと し

志　議員
回答 設置を検討したい
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都
市
計
画
道
路
西
高
田
線
の
変
更

は
な
ぜ
か
。

歩
道
の
幅
員
を
縮
小
し
た
だ
け
で
、

道
路
の
形
態
の
変
更
は
な
い
。

役
場
前
の
町
道
か
さ
上
げ
の
対
象

件
数
は
。

住
宅
で
１
件
。
ア
パ
ー
ト
１
件
。

店
舗
が
５
件
。

か
さ
上
げ
に
伴
う
、
補
償
お
よ
び

改
修
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

地
権
者
と
対
策
を
協
議
中
で
、
費

議 

員
町 

長
議 

員
町 
長

議 

員
町 

長

用
は
算
出
で
き
て
い
な
い
。

財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。

西
高
田
線
の
縮
小
な
ど
で
、
財
源

も
捻
出
で
き
る
と
考
え
る
。

か
さ
上
げ
に
伴
う
被
害
が
出
た
場

合
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

被
害
が
で
な
い
よ
う
に
対
策
を
行

う
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
、
西
高
田
線
先
線
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。

今
後
も
費
用
が
か
か
る
道
路
は
、

議 

員
都
市
整
備
課
長

議 

員
課 

長
議 

員

こ
の
際
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

見
直
す
べ
き
も
の
は
、
見
直
し
て

い
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
合
意
に

懸
念
を
示
せ

問
意
見
と
し
て

あ
げ
て
い
き
た
い

答
６
次
産
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
考
え
か
。

県
が
行
う
６
次
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
た
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

よ
る
指
導
や
協
力
で
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
取
り
組
み
を
、
拡
大
し

て
い
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

国
・
県
よ
り
、
具
体
的
な
説
明
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
懸
念
を
発
信
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
村
会
な
ど
で
で
き
な
い
か
、
意

見
と
し
て
あ
げ
て
い
き
た
い
。

町 

長
議 

員
町 

長
議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

子
ど
も
医
療
費
助
成

拡
大
は
い
つ
か
ら

問
来
年
４
月
実
施
に
向
け

努
力
し
て
い
く

答
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

は
、
い
つ
か
ら
行
う
の
か
。

来
年
４
月
よ
り
実
施
し
た
い
。

拡
大
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

現
在
、
調
整
し
て
い
る
。

本
町
の
特
色
で
あ
る
教
育
の
町
、

子
育
て
し
や
す
い
町
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
も
、
他
の
自
治
体
よ

り
も
、
制
度
を
充
実
さ
せ
、
中
学

校
卒
業
ま
で
医
療
費
助
成
を
拡
大

す
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

努
力
し
た
い
。

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

町道かさ上げで影響はないか

中学校卒業まで
　　医療費助成を

一般質問西高田線の先線は中止を

河
かわ

野
の

  龍
たつ

二
じ

　議員
回答 見直すべきは見直す
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より開かれた議会を目指し
　　　第3回議会報告会を開催しました

　10月29日、長与町水道局において、長与町議会基本条例に基づき、第3回長与町議会報告会

を開催いたしました。今回の参加者は18人でした。皆さまからのご意見、ご要望につきまして

は、議会として 執行部に伝え、速やかな対応を要請していきます。

　議会としても、今後の町行政にどのように取り扱われるか委員会や一般質問などで執行部と

議論していきます。会場で頂いたご意見の一部を紹介します。

◇
　
議
会
報
告
　
◇

◇
　
意
見
交
換
会
　
◇

問�

議
会
報
告
会
の
資
料
に
議
員
の
視

察
日
程
場
所
な
ど
の
一
覧
表
を
載

せ
て
ほ
し
い
。

答�

次
回
か
ら
載
せ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
、
検
討
す
る
。

問�

視
察
報
告
は
持
ち
帰
り
、
ど
う
ア

ク
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
の
か
を
載
せ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答�
住
民
福
祉
に
繋
が
ら
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と

思
う
。
詳
し
い
報
告
書
は
議
会
事

務
局
に
あ
る
の
で
閲
覧
し
て
ほ
し

い
。

　
議
会
報
告
会
を
定
例
化
し
、
議
会
が

終
わ
っ
た
ら
ど
こ
で
開
催
す
る
か
決
め

て
ほ
し
い
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
回

る
な
ど
の
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

・ 

報
告
会
の
参
加
者
を
増
や
す
努
力
を

し
て
ほ
し
い
。

・ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
は
良
い
。
直

接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

機
会
が
あ
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と

思
う
。

・ 

初
め
て
参
加
し
た
。
議
員
が
地
域
に

入
り
報
告
会
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
良
い
。

・ 

町
は
西
高
田
線
の
工
事
の
説
明
を
す

る
時
期
が
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
画
像
は
聴

覚
障
が
い
が
あ
る
人
に
は
口
元
が
見

え
な
い
。
字
幕
を
付
け
ら
れ
な
い
の

か
。

・ 
入
浴
券
は
障
が
い
が
あ
る
人
に
は
使

い
に
く
い
。
美
、
理
容
に
使
え
る
な

ど
、他
の
使
い
道
が
あ
る
と
助
か
る
。

要
望

意
見
・
要
望
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　町民と議会が直接対話し、まちづくりの課題や議会に関する意見交換の場として、住民懇談会を
開催します。
【懇談のテーマ】

①まちづくりに関すること　②長与町政に関すること　③長与町議会に関することです。
【申し込みできるのは】

　長与町民、その他長与町に関する活動などを行う団体で、おおむね 10 人以上の参加が見込める
グループとします。（政治団体、宗教団体および、公益以外の営利目的の団体、公序良俗に 
反する団体などは、懇談会の対象となりません。）

【申し込み方法】
　「住民懇談会申込書」（ホームページからダウンロードできます）に団体名、会議のテーマ、 
希望日時、参加予定人数をご記入いただき、長与町議会事務局にお申し込みください。FAX、メー
ルでも受け付けます。
　申し込み後、開催内容に関する事項について協議させていただきます。

【問い合わせ】　長与町議会事務局　　TEL 801-5700　　FAX 887-2144

あなたの声を聞かせてください！
住民懇談会の開催を募集

　
町
民
参
加
の
拡
大
と
議
会
活

性
化
の
た
め
、
長
与
町
議
会
基

本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
具

現
化
の
た
め
２
回
目
の
「
住
民

懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
、
長
与
町
の
新

し
い
図
書
館
を
想
う
会
（
以

下
、
想
う
会
）
の
申
し
込
み

に
よ
り
、
新
図
書
館
建
設
を

巡
る
動
き
を
中
心
に
、
議
会

側
か
ら
現
状
を
説
明
後
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
想
う
会
か
ら
、
現

在
の
図
書
館
は
、
貸
出
中
心

で
本
来
の
図
書
館
と
し
て
の

体
を
成
し
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
る
こ
と
や
、
今
後
、
若

い
世
代
に
住
ん
で
も
ら
う
た

め
に
も
、
魅
力
あ
る
施
設
を

作
っ
て
ほ
し
い
な
ど
、
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
、
議
会
と
し

て
答
弁
で
き
る
も
の
、
町
部
局

の
対
応
が
必
要
な
も
の
を
整
理

し
な
が
ら
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
会
も
、
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
、
盛
会
裏
の
う

ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
受
け
た
要
望
な
ど

は
各
議
員
が
議
会
活
動
や
委

員
会
審
議
な
ど
で
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

出
席
者

長
与
町
の
新
し
い
図
書
館
を

想
う
会

関
係
者　
　
15
人

議
会
議
員　
9
人

　議会広報広聴常任委員会では、「笑顔」をテーマに表紙の編集をしています。そこで、
住民の皆さまから表紙写真を募集いたします。

　●郵送　〒 851 － 2185　長与町嬉里郷 659 － 1 長与町役場　
　　　　　議会事務局「議会だより表紙写真」行　とご記入ください。
　●持参　役場 4 階議会事務局まで
※候補となる写真が多数の場合は、掲載されない場合があります。
※おおむね、１年以内に撮影された写真を対象とさせていただきます。
※掲載にあたっては、写真の季節なども考慮させていただきます。
※応募される際には、被写体となっている方（未成年の場合は保護者）の承諾を受けておいてください。
※公的な行事・イベント等で撮影された写真を優先的に掲載します。

有意義な意見交換の場に
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○
選
挙
管
理
委
員
（
４
人
）

辻つ
じ
田た 

壯そ
う
太た

郎ろ
う

さ
ん
（
吉
無
田
郷
）

下し
も
條じ
ょ
う　 

元も
と
子こ

さ
ん
（
高
田
郷
）

馬ば

場ば 

　
芳よ
し
子こ

さ
ん
（
三
根
郷
）

松ま
つ
添ぞ
え 

　
高た
か
明あ
き

さ
ん
（
ま
な
び
野
）

○
補
充
員
（
４
人
）

境さ
か
い　 

ケけ

イい

子こ

さ
ん
（
嬉
里
郷
）

井い

手で 

　
富と
み
雄お

さ
ん
（
吉
無
田
郷
）

鶴つ
る
田だ 

　
輝て
る
男お

さ
ん
（
吉
無
田
郷
）

西に
し
出で 

　
和か
ず
美み

さ
ん
（
丸
田
郷
）

　
本
会
議
で
行
っ
た
選
挙
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
調
査
期
日

１0
月
１３
日
か
ら
１５
日

○
調
査
場
所

・
石
川
県
金
沢
市　
　
・
福
井
県
永
平
寺
町

・
京
都
府
長
岡
京
市

○
調
査
目
的

・
図
書
館
建
設
お
よ
び
運
営

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

・
事
務
事
業
の
外
部
評
価

○
研
修
内
容

　
　
　
　
　

　
１
万
１
７
６
３
㎡
の
敷
地
に
、延
床
面
積
５
４
３
８
㎡

の
図
書
館
が
総
工
費
約
4５
億
円
を
か
け
て
２３
年
５
月
に

開
館
。本
年
１0
月
に
は
入
館
者
数
が
３
０
０
万
人
を
突
破

す
る
人
気
の
図
書
館
で
、「
世
界
の
魅
力
的
な
図
書
館
２0

選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　
数
多
く
の
企
画
展
を
展
開
し
、図
書
コ
ー
ナ
ー
以
外
も

移
動
観
覧
席
付
き
交
流
ホ
ー
ル
、集
会
室
、グ
ル
ー
プ
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー
な
ど
設
備
も
運
営
も

す
ば
ら
し
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

　
人
口
約
１
万
９
３
０
０
人
の
う
ち
6５
歳
以
上
の
高
齢

者
が
５
５
０
０
人
の
町
で
あ
る
。１8
年
２
月
に
３
町
村
が

合
併
。合
併
前
か
ら
福
祉
バ
ス
を
運
営
し
て
い
た
が
、
合

併
後
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
転
換
し
、
バ
ス
２
台
、
ワ

ゴ
ン
車
２
台
で
３
地
区
・
１５
路
線
で
営
業
中
。２6
年
度
の

町
の
実
質
負
担
額
は
、
約
４
６
６
０
万
円
に
も
上
り
、
財

政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
課
題
を
抽
出
し
、
運
行

ル
ー
ト
お
よ
び
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

　

外
部
評
価
は
「
将
来
都
市
像
実
現
の
た
め
必
要
な
計

画
事
業
が
、都
市
経
営
の
推
進
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
検
証
す
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
評
価
は
、学
識
・
有
識
者
２
人
と
市
行
財
政
健
全
化
推

進
委
員
の
３
人
が
行
っ
て
い
る
。評
価
の
結
果
は
、
必
要

な
施
策
の
実
現
に
生
か
す
と
と
も
に
、次
年
度
の
予
算
編

成
や
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
活
用
し
て
い
る
。

○
研
修
を
終
え
て

　

２7
年
３
月
に
「
長
与
町
新
図
書
館
基
本
構
想
」
が
答

申
さ
れ
、
こ
の
構
想
を
踏
ま
え
て
「
海
み
ら
い
図
書
館
」

を
視
察
し
た
。各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
、情
報
の
発
信
、住
民

の
交
流
の
場
の
提
供
な
ど
、運
営
お
よ
び
活
用
は
参
考
に

な
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
問
題
は
、町
長
お
よ
び
議
長
か
ら

「
導
入
の
目
的
を
明
確
に
し
、
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
破
綻
す
る
」
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。導
入
に
当

た
っ
て
は
徹
底
し
た
議
論
が
必
要
と
肝
に
銘
じ
た
。

　
事
務
事
業
の
外
部
評
価
は
、公
開
の
場
で
実
施
し
て
い

る
が
市
民
の
関
心
は
薄
い
。職
員
に
よ
る
内
部
評
価
が
中

身
が
濃
い
が
、
職
員
の
負
担
感
も
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、

２7
年
度
は
実
施
し
て
い
な
い
。評
価
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
は
で
き
な
い
と
感
じ
た
。

調
査
の
成
果
は
、一
般
質
問
や
委
員
会
審
査
な
ど
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

金
沢
市
海
み
ら
い
図
書
館

永
平
寺
町

長
岡
京
市

総
務
文
教
常
任
委
員
会　
調
査
報
告

 

図
書
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
な
ど
を
調
査

�

委
員
長
　
喜
々
津��

英
世

　
　
お
よ
び　　
　
　
　
の
選
挙

選
挙
管
理
委
員補

充
員
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27年第4回定例会の議案および賛否
提
案
区
分

議　　　　　　　　　　案
審
議
結
果

浦
川
圭
一

中
村
美
穂

安
部
　
都

饗
庭
敦
子

安
藤
克
彦

金
子
　
恵

分
部
和
弘

西
岡
克
之

岩
永
政
則

喜
々
津
英
世

山
口
憲
一
郎

堤
　
理
志

河
野
龍
二

吉
岡
清
彦

竹
中
　
悟

内
村
博
法

執
　
　
行
　
　
機
　
　
関

長与町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例

可決 ○ ○ ▼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ※

長与町長期継続契約を締結することができる契約を定
める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町教育振興基金条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ※
長与町土地開発基金条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ※
長与町部設置条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町税条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ※
長与町防災行政無線（同報系）デジタル化整備工事請
負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

平成27年度長与町一般会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ※
平成27年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第2
号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

平成27年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業
特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

平成27年度長与町下水道事業会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議
会
長与町議会基本条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

〔○賛成　▼反対　■棄権　－欠席〕＊議長は採決に加わらないため「※」で表示

○
調
査
期
日

１１
月
９
日
か
ら
１１
日

○
調
査
場
所

・
和
歌
山
県
有
田
市　
・
滋
賀
県
守
山
市

・
大
阪
府
交
野
市　
　
・
奈
良
県
五
條
市

○
調
査
目
的

・
６
次
産
業
に
つ
い
て

・
水
質
管
理
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

○
研
修
内
容

　
　
　
　
㈱
草
和
果
樹
園

６
次
産
業
に
つ
い
て

　

み
か
ん
に
特
化
し
た
、
加
工
品
販
売
に
取

り
組
み
、大
手
百
貨
店
、海
外
に
も
販
路
を
求

め
活
動
し
て
い
る
。生
産
面
で
も
、
I
C
T

を
活
用
し
、
良
質
な
果
樹
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
る
。消
費
者
を
意
識
し
た
品
質
向
上
、

経
営
企
画
、
商
品
開
発
が
、
地
域
経
済
、
雇
用

で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
　
　
　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
お
う

み
ん
ち
（
お
う
み
富
士
農
協
）

６
次
産
業
に
つ
い
て

　
直
売
所
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
。農
産
物
、

食
の
安
全
・
安
心
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
の

中
、
消
費
者
・
地
域
住
民
な
ど
を
巻
き
込
ん

だ
、農
産
物
販
売
に
取
り
組
む
。

　
企
画
力
で
、消
費
者
に
農
業
の
大
切
さ
、地

元
農
産
物
の
必
要
性
、
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
地
場
産
物
の
購
買
力
向
上
に
貢
献
し
て

い
る
。

　
　
　
　
星
の
里
浄
水
場

　

水
質
管
理
に
つ
い
て
水
源
を
地
下
水
と
、

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
求
め
、
年
間

７
８
６
０
ｔ
を
排
出
し
て
い
る
。ミ
ネ
ラ
ル

豊
富
な
水
質
を
、薬
品
処
理
を
行
わ
ず
、微
生

物
を
用
い
た
、
生
物
処
理
で
「
お
い
し
い
水
」

の
提
供
で
き
る
高
度
な
浄
水
処
理
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
山
間
地
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
。地
域
住
民
、
地
域
組
織
、
公
的
団
体
と
と

も
に
作
り
上
げ
、
地
域
住
民
の
ケ
ア
を
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
。

◯
研
修
を
終
え
て

　

６
次
産
業
の
取
り
組
み
で
は
、
農
産
物
の

必
要
性
、
重
要
性
を
い
か
に
、
消
費
者
や
地

域
、生
産
者
に
理
解
を
し
て
も
ら
う
か
、企
画

力
、
行
動
力
で
順
調
な
経
営
を
行
っ
て
い
た
。

衰
退
し
つ
つ
あ
る
農
業
の
回
復
に
必
要
な
取

り
組
み
で
あ
る
。

　

水
質
管
理
で
は
、
技
術
開
発
に
よ
り
今
後

の
取
り
組
み
に
で
き
る
よ
う
、
期
待
し
た
い

方
法
で
あ
っ
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
一
部
の
山
間

地
の
取
り
組
み
だ
っ
た
が
、
地
域
に
あ
る
潜

在
力
を
見
出
し
、
多
く
の
関
係
者
が
関
わ
る

環
境
を
作
り
出
す
こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
。

有
田
市

守
山
市

交
野
市

五
條
市

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

 
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
調
査

�

委
員
長
　
河
野��

龍
二

正規の調査報告書は全議員が提出しています。議会事務局で閲覧できます。



委
員
長 

金　

子　
　
　

恵

副
委
員
長 

安　

部　
　
　

都

委　
　

員 

浦　

川　

圭　

一

 

中　

村　

美　

穂

 

分　

部　

和　

弘

 

岩　

永　

政　

則

 

吉　

岡　

清　

彦

 

竹　

中　
　
　

悟

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

 

謹
ん
で
新
春
の

　

  

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

輝
か
し
い
年
頭
に
当
た
り
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
「
町
民

の
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
迅
速
か
つ

柔
軟
に
対
応
し
、
住
民
に
と
っ
て
明

確
で
利
便
性
の
高
い
組
織
と
す
る
た

め
」
と
し
て
、
町
の
組
織
改
革
を
行

う
旨
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
第
一
の
行
政
運
営
に
期
待
す
る

と
と
も
に
、
議
会
も
、
町
民
に
対
し

開
か
れ
た
議
会
の
実
現
の
た
め
積
極

的
な
議
会
情
報
の
公
開
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

（
浦
川　

圭
一
）

編
集
後
記

をよろしくお願いします

議会情報を発信中 ！　コメントをお待ちしております。
いいね！

http://www.facebook.com/nagayochogikai
QRコード

現在 388名
（1月上旬）

議長交際費 27年10月1日から12月31日までの
総額と件数

寸志・慶祝など ……… 25,000円（４件）

視察研修土産代 ……… 32,085円（７件）

67,085円（18件）　　　　　支出合計

弔慰 …………………… 10,000円（１件）
（生花スタンド・香典など）

傍聴席から

皆さまの声は抜粋、要約させていただきました。たくさんのご意見ありがとうございました。

避難困難者に支援を
　避難困難者に対する支援、
援助、誘導等の手立てについ
ての答弁は「自治会まかせ」
だった。町としての対応が極
めて消極的と思います。人命
を守ると言いながらこのような
姿勢に疑問を抱くと共に、大
変心配です。きめ細かな対応
をお願いしたいと思います。

（７０代　男性）

町民に開かれた議会へ工夫
　以前に比べて、一般質問の通告内容が事前
にＨＰに公開されるなど、町民に開かれた議会
であり、工夫されていると感じている。質問の
内容は多岐にわたり、町政のあらゆる分野に興
味のもてる内容であった。
　議員の再質問については、もっと踏み込んで
具体性に富む内容でもっと理事者側に切り込ん
で欲しい。長与町の今後を考えるなら、議員も
理事者側も、もっと危惧し危機感を持つべきで
はないのかと思います。 （６０代　女性）

■
発
行
／
長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
議
会　

発
行
責
任
者
／
議
長 

内
村 

博
法　

編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
851‒2185  TEL（

095）883ｰ1111 FA
X（
095）887ｰ2144 この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない

NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。

156
No.

平
成
28
年
1
月
発
行

町
議
会
だ
よ
り

な
が
よ

次
の
定
例
会
は

3
月
2
日
㈬
の
予
定
で
す

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

12月議会の傍聴者は　　
　　延べ 61人 でした

20ながよ町議会だより　No.156


